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△
大
正
十
三
年
度
懐
穏
堂
記
念
會
事
業
概
要

て
定
H
講
義

本
講
義

2
埋
鰹
賢
偵
及
ビ
本
邦
古
典
チ
講
ジ
御
性
チ
誦
養

ッ
我
國
民
性
及
ビ
國
民
道
ノ
淵
源
チ
究
ム
ル

n

資
ス
ル
チ

以
テ
目
的
ト
ジ
前
年
度
＝
ー
引
績
キ
毎
週
四
回
ト
シ
月
水
木

H
曜
之
チ
行
フ
而
プ
テ
講
義
時
間
＾
月
水
木
ノ
三
日
＾
各

午
後
七
時
ユ
リ
同
九
時
マ
デ
ニ
時
間
B
曜
＾
午
前
九
時
旦

IJ
十
時
マ
デ
一
時
間
ト
ス
末
年
度

I

}

於
ヶ
と
講
義
課
目
左

ー
ノ
如
ッ
但
〇
印
＾
本
年
度
ユ
リ
績
講
ノ
モ
ノ
ナ
ll

大
阪
高

月
曜
韓
非
チ
（
講
師
文
學
士
稲
束
猛
）
詩
経
（
請
師
等
學
校

紐
遵
財
津
愛
象
）

水
賑
先
哲
叢
談
（
財
津
講
師
）
理
學
宗
憐
（
敢
授
文
學
士

松
山
直
蔵
）

木
眼
萬
葉
集
（
講
師
聾
知
砂
噂
林
森
太
郎
）
周
易
程
偵

（
松
山
敢
授
）

日
曜
孟
子
（
松
山
数
授
）

本
年
疫

1

一
講
了
七
ジ
モ
ノ
左
ノ
如
ジ

雑

鋒

四
七

新
古
今
集
。

論
語
（
松
山
数
授
）
孝
経
（
財
津
講
師
）

新
葉
集
（
林
講
師
）

塾
講
生
ノ
籍
―
ー
名
チ
列
ス
ル
モ
ノ
八
十
名
毎
回
出
席
ス
ル

モ
ノ
ニ
十
名
乃
至
五
十
名
ナ
I
J
H
曜
＾
罷
講
随
意
ナ
ル
ガ

罷
講
者
二
十
名
乃
至
三
十
名
ナ
リ

一
、
文
科
講
義

本
講
義
＾
東
西
ノ
名
著
チ
講
ジ
文
科
1

犀
ス
IV
學
術
ノ
精

深
ナ
ル
研
匹
―
資
ス
ル
チ
以
テ
目
的
ト
ッ
東
西
雨
洋
チ
兼

修
七
シ
ム
ル
チ
主
義
ト
シ
前
年
度
一
ー
引
級
ぎ
」
毎
週

H
凹
午

後
六
時
ユ
リ
同
九
時
マ
デ
哲
學
文
學
ノ
ニ
科
ニ
ッ
キ
テ
三

f

時
間
講
義
チ
行
フ
末
年
度
ノ
課
目
左
ノ
如
ッ
但

00
印‘-*

年
度
ユ
リ
績
請
ノ
モ
ノ
ナ
ツ
、

哲
學
（
第
一
、
三
、
五
金
曜
）

。
『
カ
プ
ト
』
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
、
ッ
ウ

J

エ
ニ
！
ふ

E
i
l

ッ
グ
（
講
師
虹
和
嗜
諒
斎
チ

チ
ュ
ア
ー
、
メ
タ
フ
イ
ジ

博
士
朝
永
三
十
郎
）

°
朱
子
語
文
精
要
（
松
山
敢
授
）

文
學
（
第
二
、
四
金
曜
）

°
雪
山
俊
夫
編
レ
ー
ベ
プ
、
ウ
ン
ト
、
ビ
ル
ヅ
ッ
グ
（
講
師

猛
嗜
齢
文
學
博
士
藤
代
禎
輔
）



°
仕
詩
偶
評
（
講
師
虹
五
嗜
諒
文
學
博
士
鈴
木
虎
雄
）

本
年
度
＝l

講
了
セ
ジ
モ
ノ
左
ノ
如
ジ

『
カ
ッ
ト
』
グ
ル
ッ
ド
レ
ー
グ
プ
グ
、
ッ
ル
、
メ
ク
フ
ィ

ジ
ッ
ク
、
デ
グ
、
ジ
ッ
テ
ッ

t

（
藤
井
講
師
）

聴
講
生
ノ
籍
―
ー
名
チ
列
ス
ル
モ
ノ
一
二
十
名
毎
回
ノ
出
席
者

＾
十
五
名
乃
至
二
十
名
ナ
IJ

一
、
定
期
講
演

本
講
演
＾
高
等
＋
ル
學
術
的
知
識
チ
普
及
ジ
文
化
ノ
向
上

學
術
ノ
研
究
―
―
資
ス
ル
チ
以
ラ
目
的
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
ジ
テ

前
年
度
卜
同
ワ
ク
毎
土
曜
日
午
後
七
時
ュ

IJ
同
九
時
マ
デ

講
演
チ
行
ヒ
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
敢
授
之
ガ
講
師
ク
リ

本
年
度
と
講
師
並
二
講
演
題
目
左
ノ
如
ジ

日
本
語
ノ
由
来
（
五
回
）
講
師
文
學
博
士

有
史
以
削
ノ

H
本
（
五
回
）
講
師
同

古
代
中
央
亜
細
亜
ノ
文
明
（
入
回
）
講
師
同

周

易

概

説

（

七

回

）

講

師

同

家
庭
敢
育
卜
祉
會
数
育
（
五
阿
）
講
師
同

日
本
二
於
ケ
ル
祗
會
生
活
ノ
登
逹
．

（
五
回
）
講
師
同

末
年
度
ノ
講
師
井

1

一
講
演
願
目
左
ノ
如
ジ

西
田
直
二
郎

新

村

出

濱

田

耕

作

初

田

亨

高
瀬
武
次
郎

野

上

俊

夫

大

乖

佛

敢

ノ

要

旨

講

師

文

學

博

士

法

制

ノ

登

逹

講

師

同

國

字

ノ

話

請

帥

同

支
那
ノ
政
治
文
化
及
祗
會
講
師
同

融
講
者
毎
回
五
十
名
乃
至

Ei名
ナ
リ

一
、
通
俗
講
演

本
講
演
＾
一
般
市
民
ノ
常
識
チ
養
ヒ
品
性
チ
向
上
七
ジ
ム

ル
チ
以
テ
目
的
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
ジ
テ
前
年
度
＝
織
績
ッ
七

八
雨
月
チ
除
グ
ノ
外
毎
月
一
回
之
ヲ
行
フ
十
一
一
一
年
中
＾
京

都
帝
國
大
學
理
工
摺
諸
學
部
ノ
敢
授
チ
聘
シ
科
學1—
闘
ス

ル
講
演
チ
行
ヒ
シ
ガ
十
四
年
＾
同
大
學
罷
漬
學
部
ノ
敢
授

チ
聘
ジ
財
政
経
齊
―
闊
ス
ル
講
演
チ
行
フ
講
帥
＃
i
-

演
題

左
ノ
如
ジ

一
月
．
國
民
ノ
海
外
登
艇
問
題
講
師
法
學
博
士
山
本
美
越
乃

二
月
我
國
ノ
租
税
腑
系
一
一
就
テ
講
師
同
神
戸
正
雄

三
月
経
涜
ノ
螢
逹
（
一
）
講
師
経
滸
學
博
士
本
庄
榮
治
郎

四

月

同

（

二

）

講

師

同

同

五
月
我
國
現
時
ノ
財
政
―
―
就
テ
”

講
師
法
學
博
士

大
戦
ノ
回
顧
卜
戦
後
ノ
貿
易
逆
調

六
月

四
八

小
川
郷
太
郎

松
本
文
三
郎

三

浦

周

行

吉

澤

義

則

矢
野
仁
一



ナ
リ

一
、
素
讀
科

本
科
＾
徳
性
涵
養
ノ
一
助
ト
ジ
テ
少
年
―
一
孝
経
四
書
ノ
素

讀
チ
課
ス
ル
モ
ノ
＝
ジ
テ
前
年
度
卜
同
ジ
グ
毎
週
月
、
木

±土―
-
H
午
後
一
時
耳
リ
阿
六
時
ノ
間
｝
｝
来
堂
順
二
夜
ク

生
徒
五
名
乃
至
入
名
ナ
リ

一
、
記
念
祭

十
月
五

H
本
堂
先
師
儒
記
念
祭
典
チ
執
行
ッ
終
ッ
テ
左
ノ

記
念
講
演
チ
行

(
9

儒
家
ノ
修
誉
法
＝
就
テ

九
月

文
學
博
士

宇
野

哲
人

講
師
法
學
士
小
島
昌
太
郎

『
天
運
人
事
敷
無
異
局
』
ト
ノ
既
二
就
テ

講
師
法
學
博
士
財
部
箭
治

十

月

泄

界

経

演

ノ

特

質

請

師

法

學

士

作

田

荘

一

十
一
月
農
村
問
題
ノ
思
想
的
背
景

講
師
法
學
博
士
河
田
嗣
郎

十
二
月
鰹
洟
卜
道
穂
卜
J

闊
係
及
ヒ
合
致

講
師
法
學
博
士
田
島
，
錦
治

右
ノ
外
臨
時
講
演
卜
ど
プ
穂
積
法
學
博
士
ノ
『
家
族
制
度

1

ー
ツ
キ
テ
」
卜
題
ス
ル
講
演
チ
行
ヘ
リ
賄
講
者
約
三

IT名

四
九

竹
山
先
生
ノ
経
清
思
想
罷
濱
學
博
士
本
庄
榮
治
郎

大
正
十
四
年
度
懐
徳
堂
記
念
會
事
業
概
要
一

講
義
講
演
等
J

事
＾
組
・
テ
十
三
年
度
ノ
事
業
9
織
績
ス
ル
ノ

外
文
學
博
士
西
村
時
彦
著

r懐
祗
堂
考
』
ノ
用
版
、
講
演

集
及
ピ
害
庫
研
究
室
ノ
難
造
昔
遠
カ
ラ
ズ
其
乙
賓
現
チ
見

ル
ペ
ク
準
備
中
ニ
ア
リ

△
大
正
十
一
＿
一
年
懐
癒
堂
記
念
會
恒
祭

大
正
二
年
財
圃
法
人
懐
惚
堂
記
念
會
設
立
せ
ら
れ
、
尋
い
で

同
五
年
懐
徳
堂
重
建
せ
ら
れ
て
よ
り
、
毎
年
十
月
初
旬
に
於

て
懐
徳
堂
師
儒
諸
先
生
の
霊
を
祀
る
を
常
ご
す
0

陰
暦
十
月

五
日
は
奮
慎
徳
堂
開
講
の
日
な
る
に
因
み
て
な
b
0
大
正
十

三
年
十
月
五

H

（
日
曜
）
恒
祭
執
行
せ
ら
る
°
記
念
祭
井
講

演
次
第
左
の
如
し
。

第

一

令

．

午

後

一

時

．

着

席

第
二
令

塞
韓
（
奮
門
人
井
岡
田
空
碩
奉
仕
）
一
同
起
立
敬
證

猷
霞
（
同
）

理
事
長
祭
文
朗
讀
敢
授
理
事
評
議
員
幹
事
委
員
起
立



敢
授
、
理
事
長
、
評
議
員
総
代
、
府
知
事
、
市
長
、

講
帥
綽
代
、
末
賓
総
代
、
逍
族
線
代
、
門
人
組
代
．

融
請
生
総
代
、
，
素
讀
生
総
代
順
次
秤
菌

第
三
令

撤
領
（
奮
門
人
奉
仕
井
岡
田
空
碩
奉
仕
）

垂
韓
（
同
）
一
同
起
立
敬
證

會
務
報
告
（
常
任
幹
事
）

表
彰
朕
素
讀
修
了
證
井
賞
品
授
典

理
事
長
挨
拶

第
四
令

記
念
講
演

竹
山
先
生
の
経
演
思
想
認
芦
緬
闘
羹
庄
榮
治
郎
先
生

儒
家
の
修
養
法
に
つ
き
て
駐
襦
翌

”4宇
野
哲
人
先
生

祭
典
は
殿
粛
に
執
行
せ
ら
れ
終
了
の
後
、
記
念
講
演
に
移
り

午
後
五
時
を
以
て
畢
る
。
末
賓
聴
衆
堂
に
滴
ち
、
頗
る
盛
會

な
り
き
0

因
み
に
嘗
日
表
彰
せ
ら
れ
．
し
は
｀
上
大
正
十
年
以
来
三

年
間
定
H
講
義
ま
た
は
日
曜
朝
講
の
聴
講
セ
品
綬
せ
し
人
々

に
し
て
、
左
記
七
名
な
り
0

各
々
東
塾
讀
書
記
一
部
を
賞
興

せ
ら
る
0fij
孝
経
、
四
書
の
素
讀
を
修
了
せ
し
も
の
左
記
二

名
な
り
。

表
彰
状
を
授
け
ら
れ
し
も
の

中
川
幸
三
古
下
秀
夫
阿
部
剛
一
（
定
H
講
義
）

長
岡
義
卿
平
田
武
蔵
森
口
定
蔵
千
葉
偵
次
（
日
曜

朝
講
）素

讀
修
了
者

佐
々
木
洋
士
男
（
五
経
修
了
）
岩
淵
正
一
（
孝
経
四
書
修

了）

肉
毎
年
の
恒
例
に
依
り
、
講
演
終
了
の
後
講
師
を
主
賓
．
こ
し

嘗
H
の
末
賓
セ
陪
賓
こ
し
て
、
永
田
理
事
長
の
請
宴
大
阪
ホ

テ
ル
に
開
か
る
。
主
客
を
合
せ
て
二
十
餘
名
。
贄
石
馨
く
し

て
散
せ
し
は
、
九
時
の
頃
な
り
き

Jゞ

い
ふ
。

△
大
正
十
四
年
東
山
春
宴

東
山
春
宴
こ
は
永
田
懐
穏
堂
記
念
會
理
事
長
が
、
毎
年
新
春

に
於
て
、
懐
徳
堂
の
扮
め
に
講
演
講
義
の
努
を
執
ら
る
ヽ
京

都
帝
國
大
學
諸
教
授
に
針
し
、
謝
個
の
意
セ
表
せ
ら
る
A
請

宴
に
し
て
、
洛
東
左
阿
禰
棲
に
開
く
を
常
ご
す
0

大
正
十
四

年
一
月
入
日
賽
宴
を
同
棲
に
開
か
る
°
荒
木
京
大
船
長
を
始

め
、
京
大
諸
放
授
井
に
嘗
時
濡
洛
中
の
大
久
保
評
議
員
等
主

客
を
合
せ
て
三
十
有
二
人
。
近
年
稀
れ
に
見
る
の
盛
會
な
h

五
0



し
こ
い
ふ
0

席
上
永
田
理
事
長
其
の
携
へ
末
れ
る
一
大
唐
扇

を
出
し
て
、
諸
客
の
揮
奄
を
乞
は
る
0

組
長
荒
木
先
生
先
づ

題
す
る
に
和
以
致
群
の
四
大
字
セ
以
て
せ
ら
れ
、
高
瀬
憐
軒

先
生
之
に
次
い
で
、
吟
風
弄
月
の
四
字
を
題
し
、
鈴
木
豹
軒

狩
野
君
出
雨
先
生
等
亦
順
次
各
々
其
の
姓
名
を
署
せ
ら
れ
、

未
だ
周
逼
す
る
に
至
ら
す
し
ャ

E]
み
き

A

こ
い
ふ
。

△
大
正
十
四
年
開
講
式

毎
年
第
一
期
の
初
頭
に
開
講
の
式
め
り
0

敢
育
勅
語
の
捧
讀

あ
り
て
後
、
敢
授
の
告
僻
あ
り
0

今
年
は
一
月
十
二
り
に
打

は
る
0

数
授
の
告
僻
左
の
如
し
0

.

絃
に
大
正
十
四
年
の
春
セ
迎
へ
て
、
本
年
第
一
期
の
請
義

を
開
始
す
る
こ
こ
は
、
御
同
様
欣
快
に
堪
へ
ぬ
次
第
で
あ

り
ま
す
。
一
＂
不
見
如
三
秋
ゞ

J

申
す
旬
が
あ
り
ま
す
が
、

三
週
間
の
休
講
は
何
'y.J

な
う
待
ち
遠
ほ
し
く
戚
せ
ら
れ
、

一
日
も
早
く
諸
君
で
是
の
堂
に
相
見
た
い
心
地
が
い
た
し

ま
し
た
。

本
年
は
懐
徳
堂
が
定
H
講
義
を
開
始
し
て
以
来
、
第
九
年

で
あ
り
ま
し
て
、
今
一
年
経
ち
ま
す
~
こ
、
藪
の
一
小
成
で

あ
る
十
年
に
逹
す
る
の
で
あ
り
ま
す
0

聰
講
者
は
其
の
駁

五

一
定
せ
す
、
猶
ほ
濶
の
干
滴
あ
る
が
こ
ざ
く
、
時
に
多
き

こ
こ
あ
れ
ば
、
ま
た
少
き
こ

Jゞ

も
あ
り
ま
す
が
、
幸
に
今

日
ま
で
事
業
の
緒
行
を
見
、
今
後
盆
々
盛
ん
な
ら
ん
、
こ
す

る
の
徽
候
の
見
え
ま
す
る
の
は
、
洵
に
喜
ば
し
き
こ
こ
に

存
じ
ま
す
。

定
H
講
義
の
目
的
は
、
穣
性
を
涌
養
し
、
ま
た
學
術
の
研

究
に
資
す
る
に
あ
b
ま
す
0

凡
て
人
間
は
天
賦
の
穏
性
を

具
有
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
徳
性
を
涵
養
し
、
人
心
を

正
う
す
る
も
の
は
、
所
謂
湮
経
賢
博
に
在
る
こ
ご
を
固
く

信
じ
て
、
こ
の
講
義
を
行
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
叉

ー
に
は
古
末
世
界
の
一
大
文
化
た
る
支
那
の
學
術
セ
研
究

す
る
に
資
せ
ん
ご
欲
す
る
の
で
あ
り
ま
す
0

萬
葉
集
の
一

科
は
本
堂
先
師
儒
が
國
學
を
研
究
せ
ら
れ
し
遺
風
を
偵
ふ

る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
亦
本
邦
古
典
に
よ
り
て
我
が
國

民
性
井
に
國
民
逍
徳
の
澗
源
セ
究
む
る
に
資
せ
ん
マ
J

欲
す

る
の
で
あ
b
ま
す
。

本
堂
は
他
の
學
校
こ
は
異
り
て
、
年
限
を
定
め
す
、
資
格

を
典
へ
す
、
ま
た
男
女
を
探
げ
す
、
凡
を
修
養
に
志
あ
る

人
は
、
何
人
マ
J

雖
¥
自
由
に
末
り
て
學
ふ
こ
こ
が
出
末
ま

す
0

凡
そ
人
間
の
學
問
修
養
は
學
校
に
て
修
業
す
る
時
期



に
限
ら
る
A

も
の
で
な
く
、
着
衣
喫
飯
こ
同
じ
く
、
一
生

を
通
じ
て
、
何
れ
の
時
に
も
何
人
に
て
も
必
要
な
る
が
故

に
、
こ
の
須
要
を
充
た
さ
ん
た
め
に
、
主
>
f
J

し
て
已
に
一

定
の
職
業
あ
b
て
、
獨
立
の
生
計
を
螢
め
る
人
々
の
た
め

に
行
ふ
も
の
で
あ
り
ま
す
0

故
に
其
の
講
す
る
こ
こ
ろ
は

一
定
の
時
間
内
に
一
定
の
課
業
を
修
得
せ
し
め
ん
ァ
こ
す
る

も
の
で
は
な
く
、
一
日
聴
け
ば
一

H
の
｛
傘
あ
り
、
二
日
邸

け
ぱ
二

H
災
傘
あ
り
、
一
月
罷
け
ば
一
月
の
盆
あ
る
も
の
一

で
あ

b
ま
す
。
さ
れ
ば
之
に
よ
り
直
ち
に
職
業
を
得
る
の

利
便
に
は
な
り
ま
せ
ん
0

此
れ
は
特
に
諸
君
の
了
解
を
望

む
貼
で
あ
り
ま
す
。

本
堂
に
末
ら
る
A
人
々
は
、
其
の
年
齢
學
力
職
業
一
様
で

あ
り
ま
せ
ぬ
0

故
に
各
々
其
の
適
せ
ら
る

A

、J

こ
ろ
に
従

ふ
て
、
之
を
利
用
せ
ら
れ
ん
こ

Jゞ

を
望
み
ま
す
。
春
秋
に

富
み
、
學
術
を
研
究
せ
や
う
こ
志
さ
る
A
入
は
、
其
り
心

を
以
●
之
を
利
用
せ
ら
れ
、
進
ん
で
研
究
法
な
令
5

」
を
問
は

る
A
も
よ
ろ
し
い
0

ま
た
學
術
的
研
究
に
従
事
す
る
の
年

力
な
き
人
逹
は
、
よ
ろ
し
く
理
経
賢
偵
セ
翫
味
し
て
、
専

ら
罷
殿
を
力
め
ら
れ
、
安
心
立
命
を
得
て
立
派
な
る
人
格

を
養
は
れ
ん
こ
＜
J

を
望
み
ま
す
。

術
ほ
本
堂
の
事
業
こ
し
て
、
定
日
講
義
3
外
に
文
科
講
畿

が
あ
り
ま
す
0

東
西
の
名
著
セ
講
じ
、
哲
學
文
學
二
科
に

つ
き
て
、
深
く
研
究
せ
ん
こ
す
る
人
々
の
た
め
に
、
之
に

資
す
る
も
の
で
あ
b
ま
す
。

ま
た
定
期
講
浪
は
、
毎
週
一
阿
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
放

授
の
専
門
的
研
究
を
平
易
に
述
ぺ
ら
る
＼
學
術
的
講
演
で

あ
り
ま
し
て
、
大
學
の
講
義
を
平
易
に
砲
き
得
る
も
の
で
、

此
れ
は
他
り
地
方
に
て
は
見
ら
れ
ざ
る
、
大
阪
人
特
別
の

智
識
的
幸
紬
で
あ
り
ま
す
。
又
通
俗
講
濱
．
こ
い
ふ
が
あ
り

ま
す
0

毎
月
一
回
百
科
の
學
術
に
闊
す
る
講
演
で
あ
h
ま

す
0

此
れ
亦
大
學
の
そ
れ
卜
＼
専
門
諸
敢
授
の
講
演
で
＂

本
年
は
財
政
経
演
に
闊
す
る
講
演
で
あ
り
ま
す
。
．

諸
君
は
以
上
の
講
義
講
演
を
成
る
べ
く
善
く
御
利
用
な
さ

れ
て
、
修
養
に
資
せ
ら
れ
ん
こ
＜
J

を
望
み
ま
す
。

△
秋
季
探
勝
會

大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
、
新
嘗
祭
H
を
以
て
探
勝
會

を
催
す
0

朝
八
時
阿
部
野
橋
停
車
塩
に
集
合
せ
し
も
の
、
松

山
會
長
財
津
名
誉
會
員
外
十
七
名
。
九
時
移
軍
半
に
乗
り
、

十
時
長
野
騨
に
沿
す
0

此
慮
よ
り
靱
心
寺
迄
約
二
十
五
町
．
緩

•五



歩
し
て
十
一
時
寺
門
に
逹
す
0

住
職
永
島
具
龍
師
執
事
揺
角

淳
光
師
に
迎
へ
ら
れ
て
、
中
院
に
息
ひ
茶
菓
セ
饗
せ
ら
れ
．

次
で
本
堂
に
案
内
せ
ら
れ
て
、
本
尊
七
星
如
意
輪
観
音
を
即

扉
し
秤
纏
す
0

こ
A
に
て
住
職
の
縁
起
署
諒
セ
腔
聞
し
、
そ

れ
よ
り
後
村
上
天
皇
槍
尾
山
陵
に
参
弁
し
、
陵
を
降
り
て

楠
公
の
首
塚
を
弔
ふ
°
傍
に
彼
舶
小
竹
先
生
撰
文
井
害
楠
公

首
墓
碑
あ
り
0

約
五
臼
字
の
長
文
な
り
°
塚
前
に
石
燈
籠
ぁ

り
°
銘
に
日
°
忠
廻
斜
H
。
義
凌
消
鉛
°
楠
公
之
元
0

千
歳

如
生
。
マ
J
0

之
れ
中
井
犀
軒
先
生
り
書
に
し
て
、
文
字
も
亦

楠
公

3
冗
こ
倶
に
活
け
る
が
如
き
を
覺
ふ
0

夫
よ
り
開
訓
追

興
大
帥
の
廟
に
賽
し
、
賓
物
陳
列
館
に
至
り
、
楠
公
の
遺
物

其
他
多
敷
の
國
資
セ
差
観
し
、
中
院
に
還
り
て
行
厨
を
開
き

蜜
恢
後
古
文
書
鋲
を
拝
観
す
°
之
れ
は
古
文
書
壼
百
咸
踊
を

十
巻
に
装
紺
せ
し
も
の
に
し
て
、
世
に
観
心
寺
十
巻
文
書
．
C

云
ふ
も
の
な
り
0

内
容
は
後
醍
醐
天
皇
後
村
上
天
皇

長
慶
天
皇
後
魯
山
天
皇
四
帝
の
綸
旨
敢
書
國
宜
、
南
朝
公

卿
の
書
翰
、
楠
正
墜
止
行
正
時
正
儀
の
書
翰
な
り
0

午
後
二

時
、
同
寺
を
僻
し
、
山
径
の
捷
路
を
取
り
て
、
紅
葉
3
名
所

延
命
寺
に
至
り
役
僧
に
迎
へ
ら
れ
て
客
殿
に
通
れ
ば
、
庭
前

の
老
楓
空
を
蔽
ひ
、
渥
朱
絞
紅
青
貢
こ
相
雑
は
り
、
五
釆
陸

五

大
正
十
四
年
二
月
十
五

H

（
日
曜
日
）
悽
徳
堂
大
講
堂
に
於

雙
晩
陣
を
楷
び
て
燦
爛
、
天
成
の
繍
を
織
り
成
せ
り
、
滴

地
の
落
葉
亦
錦
尻
躙
く
に
似
た
り
。
一
行
驚
心
駿
目
言
ふ
<
J

こ
ろ
を
知
ら
す
°
茶
菓
の
饗
應
を
受
け
•
そi
Lよ
り
一
行
の
為

め
特
に
隙
列
せ
ら
れ
た
る
賓
物
と
弁
観
す
°
狩
野
安
信
筆
花

鳥
閾
屏
風
一
双
、
狩
野
洞
伯
筆
烏
反
哺
孝
圃
、
鳩
一
ユ
枝
棘
圏

二
軸
、
狩
野
洞
春
筆
孟
宗
採
筍
一
軸
、
素
光
寺
逼
勝
和
肉
筆
孔

雀
朋
王
大
幅
一
軸
怜
巴
悶
ば
、
患
知
大
子
御
筆
都
李
内
曼

荼
羅
蜘
一
軸
、
雪
舟
筆
十
六
謹
漢
大
幅
一
軸
な
ぞ
は
吾
人
の

目
を
惹
さ
し
も
の
な
り
0

其
他
佛
蓋
組
條
等
一
百
七
十
餘
幅

あ
り
さ
云
ふ
0

次
に
秤
迦
堂
に
至
り
、
本
尊
を
開
扉
し
て
薦

弁
す
0

本
尊
は
赤
栴
檀
秤
迦
如
来
OJ
尊
像
に
し
て
、
身
長
二

尺
二
分
、
印
度
の
毘
首
躇
磨
の
作
三
國
博
来
の
も
の
に
係
り

日
本
三
閲
の
随
一
に
し
て
國
賓
な
り
竺
云
ふ
0

そ
れ
よ
り
揖

内
を
逍
遥
し
て
紅
葉
セ
賞
観
し
、
臥
龍
梅
、
夕
照
楓
．
棲
詑

銀
杏
の
三
大
樹
、
弘
法
大
師
御
手
植
の
紅
葉
等
セ
見
て
、
午

後
四
時
過
同
寺
を
僻
＇
し
、
長
野
騨
六
時
登
の
悧
車
に
て
師
阪

せ
り
。

△
定
期
総
會



て
、
堂
友
會
の
継
會
を
兼
ね
た
る
冬
季
茶
話
會
を
開
く
°
先

づ
小
講
堂
に
は
三
宅
石
奄
、
五
井
蘭
洲
、
中
井
梵
奄
、
中
井

履
軒
、
諸
先
生
の
遺
墨
を
陳
列
し
、
會
員
の
展
覧
に
供
し
た

り
。
左
に
掲
ぐ
る
目
録
の
如
く
に
し
て
、
何
れ
も
諸
家
珍
臓

の
逸
品
な
れ
げ
f

親
し
く
先
賢
諸
先
生
の
光
風
霙
月
に
接
す

る
の
思
あ
ら
し
め
た
り
。

定
刻
セ
過
ぐ
る
こ
・
Jヽ

敷
十
分
、
午
後
二
時
松
山
會
長
中
井
名

餐
會
員
及
普
通
會
員
二
十
餘
名
着
席
す
°
幹
事
岡
田
女
碩
事

業
報
告
セ
な
し
、
幹
事
會
計
主
任
太
田
勘
呆
術
會
計
報
告
を

な
す
0

牧
支
計
算
書
は
次
に
掲
ぐ
る
が
如
し
0

次
で
堂
友
會

々
則
中
改
正
の
件
に
闊
し
、
左
の
議
案
を
附
議
し
、
幹
事
小

沼
擾
平
改
正
の
要
旨
を
説
明
し
、
異
議
な
く
し
て
原
案
に
決

せ
り
。一

、
第
九
條
中
醸
出
の
下
『
ジ
』
を
『
ス
』
に
改
め
『
會

報
印
刷
費
に
充
つ
』
の
八
字
を
削
除
す
。

一
、
第
十
條
中
『
右
』
の
字
を
削
り
へ
『
但
幹
事
』
の
三

字
を
加
ふ
。

次
で
幹
事
改
選
の
議
に
移
り
、
全
部
頂
任
セ
希
望
す
る
説
マ
J

更
に
會
長
の
指
名
を
希
望
す
る
説
ご
雨
様
あ
b
し
を
以
て
、

之
を
起
立
に
問
ひ
た
る
に
、
更
に
會
長
の
指
名
を
望
む
も
の

多
敷
な
り
し
か
ば
ヽ
會
長
は
岡
田
空
碩
、
太
田
勘
兵
衛
、
小

沼
贔
平
、
野
口
幸
雄
、
山
本
楢
信
を
指
名
し
、
且
つ
附
言
し

て
云
ふ
0

醤
幹
事
の
中
に
て
倣
沼
溜
一
＿
一
郎
、
平
野
得
三
の
雨

氏
は
家
事
の
都
合
上
勤
ま
り
兼
ぬ
る
旨
に
て
、
槌
に
内
願
の

次
第
も
あ
り
た
れ
ば
、
雨
氏
の
代
り
に
野
口
山
本
雨
氏
に
御

苦
努
を
請
ふ
こ
こ

A
せ
り
<

J

o

.

右
に
て
諸
報
告
、
會
則
の
改
正
、
幹
事
の
改
選
等
継
會
は
結

了
せ
る
を
以
て
、
茶
話
會
に
移
り
、
松
山
會
長
よ
り
左
記
の

御
話
あ
り
。
尚
ほ
今
後
は
舎
報
oJ
登
行
も
毎
年
四
月
、
九
月
、

一
月
の
三
阿
位
、
成
る
ぺ
く
期
月
を
誤
ら
ざ
る
様
に
登
行
す

ベ
け
れ
ば
、
堂
友
諸
子
よ
り
も
精
々
寄
稿
あ
り
た
し
こ
の
希

望
の
僻
ぁ
b
0
中
井
名
餐
會
員
は
碩
園
先
生
追
悼
録
を
讀
み

て
成
あ
り
マ
J

て
、
先
づ
西
村
先
生
を
五
井
蘭
洲
先
生
に
比
擬

し
て
其
の
功
業
を
籾
し
た
る
後
、
此
の
追
悼
録
は
西
村
先
生

を
永
遠
に
偵
ふ
る
の
み
な
ら
す
、
堂
友
諸
君
の
情
誼
の
濃
や

か
な
る
を
窺
ひ
見
る
べ
く
｀
又
仮
徳
堂
の
堂
風
を
炭
く
知
ら

し
む
る
こ
'1J

を
得
ぺ
（
、
誠
に
我
が
意
を
得
た
卜
，
マ
ニ
て
、
賞

賛
の
僻
を
吝
ま
れ
ざ
り
き
0

各
員
も
ま
ヤ
胸
襟
を
披
さ
て
、

談
笑
に
時
を
移
し
、
午
後
五
時
過
散
會
せ
り
。

五
四



松
山
先
生
の
御
話

堂
友
會
は
一
個
の
修
養
圃
に
し
て
、
其
の
目
的
こ
す
る

A

こ
こ

ろ
は
、
懐
徳
堂
の
趣
旨
に
遵
ひ
、
徳
性
の
涵
養
し
智
識
の
向

上
、
堂
友
の
親
睦
セ
闘
る
に
あ
り
ま
す
0

穏
性
の
涵
投
は
一

朝
一
夕
に
し
て
出
来
得
る
も
の
で
は
な
く
“
必
す
や
永
き
間

に
一
旦
り
て
、
不
斯
の
エ
夫
を
施
し
て
始
め
て
其
oJ
効
果
を
見

る
も
の
で
あ
り
ま
す
0

昨
年
西
村
先
生
の
歿
せ
ら
れ
し
際
に

於
け
る
諸
君
の
哀
悼
思
慕
の
誠
意
、
今
回
追
悼
録
セ
編
印
す

る
に
至
り
し
諸
君
の
熱
誠
努
力
は
寅
に
戚
涙
を
催
さ
ん
許
り

で
あ
り
ま
す
0

此
れ
諸
君
が
日
比
ろ
涵
養
せ
ら
れ
た
る
美
は

し
き
徳
性
の
登
露
で
あ
る
0

こ
れ
は
一
は
西
村
先
生
の
人
格

の
戚
化
に
由
る
ざ
は
い
へ
、
一
は
諸
君
の
晰
え
す
漉
純
賢
偵

に
親
み
て
、
其
の
値
性
を
涵
養
せ
ら
れ
た
る
効
こ
い
ふ
ぺ
き

で
あ
り
ま
す
。

西
村
先
生
は
曾
て
諸
君
に
勅
む
る
に
心
得
憫
験
の
學
を
以
て

せ
ら
れ
た
。
心
得
憫
瞼
の
學
こ
は
今
H
の
所
謂
學
術
的
討
究

の
如
き
純
粋
な
る
智
的
討
丸
に
非
す
し
て
、
道
徳
の
官
践
射

行
に
よ
り
て
、
理
経
賢
博
を
開
悟
す
る
の
謂
で
あ
り
ま
す
。

學
術
的
討
兎
に
よ
り
て
奥
理
を
獲
得
す
る
こ
こ
は
、
決
し
て

五
五

軽
み
ん
す
べ
き
こ
こ
で
は
な
く
し
て
、
人
間
の
嘗
さ
に
力
む

べ
き
Jゞ

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
誰
人
に
も
強
ふ
ぺ
き
で
は
あ

b
ま
せ
ぬ
0

た
ゞ
し
道
掘
的
修
養
な
る
心
得
憫
験
の
學
は
誰

人
も
常
さ
に
務
む
ぺ
き
こ

Jゞ

で
あ
り
ま
し
て
、
叉
誰
人
も
な

し
得
る
こ

Jゞ

で
あ
り
ま
す
0

故
に
私
は
切
に
今
後
も
盆
々
諸

君
が
心
得
開
瞼
の
學
を
力
め
ら
れ
ん
こ
．
、
J

を
望
み
ま
す
0

こ

の
心
得
憫
験
の
學
は
加
す
／
＼
諸
君
の
徳
性
を
涵
養
し
行
く

こ
≫
e
A
什
じ
ま
す
。

次
に
諸
君
堂
友
會
員
の
為
さ
る
ぺ
き
適
嘗
な
仕
事

Jゞ

思
は
る

A
も
の
と
一
三
を
提
言
し
た
い
こ
思
ひ
ま
す
。

懐
梅
堂
の
先
儒
梵
症
先
生
は
五
孝
子
博
を
、
竹
山
先
生
は
節

婦
記
録
‘
乞
も
の
せ
ら
れ
、
世
の
善
行
者
を
表
彰
し
、
且
っ
偲

へ
ら
れ
ま
し
た
0

こ
の
事
は
世
道
人
心
に
闊
係
す
る
7
J

こ
ろ

大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
は
連
代
の
有
難
さ
に
、
弁
子

節
婦
義
僕
な
ざ
善
行
者
の
表
彰
せ
ら
る
A
こ
こ
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
善
行
者
の
善
行
を
肉
も
細
が
に
調
ら
べ
て
、
之

を
記
録
し
、
編
し
て
善
行
者
の
列
博
マ
J

な
し
、
之
を
世
に
博

ふ
る
こ
マ
J
な
ざ
は
、
有
盆
な
る
マ
J
A
も
に
、
一
は
懐
穂
堂
先

儒
の
遺
風
を
偲
へ
て
面
白
き
こ
ゞ
J
A
思
ふ
。

大
阪
の
文
化
の
研
究
は
諸
君
の
任
務
の
一
で
あ
り
ま
し
や
う



其
の
資
料
は
限
l
あ
り
ま
す
ま
い
が
、
他
日
完
全
な
る
文
化

史
の
根
檬
ゞ
3

な
る
ぺ
き
も
の
を
作
る
こ
マ
J

が
必
要
で
あ
ら
う

マJ
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
は
文
化
史
の
年
譜
を
作
る
こ
こ
な
ざ
其

の
一
で
あ
り
ま
し
や
う
0

凡
そ
文
化
の
消
長
に
闊
係
あ
る
大

事
は
勿
論
の
こ
ゞ
＼
學
者
名
人
の
生
卒
往
来
著
述
事
業
な
ざ
‘

み
な
其
の
年
月
の
知
ら
る
べ
き
も
の
は
、
之
を
譜
に
し
て
、

精
確
な
る
年
譜
を
作
h
慨
け
ば
、
何
時
ま
で
も
立
派
な
ろ
堡

考
さ
な
り
て
、
其
の
努
力
は
永
（
消
滅
す
る
こ
と
な
か
ら
う

マJ
思
ひ
ま
す
0

頼
春
水
oJ
在
津
紀
事
や
、
廣
瀬
旭
荘
の
日
間

瑣
事
備
忘
錬
な
ゞ
、
」
の
如
き
も
、
必
や
年
譜
の
材
料
多
か
る
べ

し
マ
J

思
は
れ
ま
す
。

最
後
に
學
者
名
人
の
手
簡
な
ざ
、
ま
た
文
化
責
料
の
一
な
れ

ば
、
博
く
採
訪
輯
録
せ
ら
る
ヽ
な
ざ
も
、
一
の
研
究
方
法
で

あ
っ
て
、
諸
君
の
捻
さ
る
べ
ぎ
仕
事
の
一
で
な
か
ら
う
か
ご

思
ひ
ま
す
。

三
宅
石
奄
五
井
蘭
洲
．
中
井
蛇
奄
。
中
井
履
軒
四
先

生
遺
墨
展
覧
目
録
（
大
正
十
四
年
二
月
十
五
日
於
懐
徳

堂
）
‘

△
懐
樹
堂
蔵

一
三
宅
石
奄
先
生
逍
墨
帖

ー
五
井
蘭
洲
先
生
腎
字
帖

△
中
井
木
菟
麿
君
蔵

一

朝

鮮

本

楚

僻

集

註

二

冊

故
西
村
碩
園
先
生
稽
神
ノ
書
『
追
悼
録
」
一
二
四
頁
追
悼

遺

甕

二

篇

楚

照

．

．

一

五

井

蘭

洲

先

生

書

習

字

帖

二

帖

履
軒
先
生
の
習
は
れ
し
も
の
な
り
マ
J

云
ふ

1

五

井

蘭

洲

先

生

書

・

〒

一

幅

文
日
「
鶴
舞
千
年
樹
』

一

同

先

生

書

草

書

雙

幅

二

幅

文
日
『
小
艇
水
雲
洞
口
孤
琴
穐
月
山
陰
邦
曲
向
末
誰
和

林
泉
亦
有
知
昔
出
紬
雲
非
有
意
忘
機
鳥
亦
佃
師
奨
話
城

中
駕
事
典
君
同
是
荷
衣
，
．
冽
巷
』
．
．
｀
．
．
 

一

中

井

梵

奄

先

生

書

一

幅

文
日
『
有
時
自
掻
鐘
瞬
響

0

梵
奄
帯
』
．

一

中

井

梵

奄

先

生

詩

一

幅

文
日
『
病
起
喜
観
竹
竹
繁
梅
雨
時
最
高
新
緑
漏
雉
島
雨

前
兒
余
書
素
拙
且
老
病
両
攻
無
意
操
逢
久
夫
偶
有
寄

三
張
梢
於
又
斐
憑
請
者
乃
雌
一
張
試
顆
駕
詠
竹
五
総
呆

五
六

一
帖

一
帖



然
rl隻
余
故
交
不
可
以
僻
息
乃
命
男
善
梅
代
害
其
二
以

掩
余
劣
云
伸
春
之
望
梵
奄
書
』

一
中
井
梵
奄
先
生
賛
泉
冶
酔
墨
菊

賛
日
『
墨
菊
一
幅
泉
治
者
所
叢
冶
時
飲
一
斗
口
囁
暉
不

能
言
足
跛
蹴
ぷ
能
行
而
蓮
掌
描
之
能
存
象
形
一
奇
批
今

息
則
と
酒
不
忍
露
残
糊
繕
而
誌
想
戊
戌
孟
春
望
夜
事
批

甲
子
正
月
梵
奄
害
」

i

△
稲
束
猛
君
康

一

三

宅

石

奄

先

生

書

一

幅

文
日
『
雨
涸
梧
桐
秋
夜
長
』

一

同

先

生

書

一

幅

文
日
「
香
一
注
酒
ー
―
＿
盃
明
月
出
清
風
末
」

一

五

井

闇

洲

先

生

書

一

幅

文
日
『
林
花
着
雨
底
脂
落
』

△
消
海
復
三
郎
君
蔵

一

三

宅

石

奄

先

生

書

一

幅

文
日
『
五
柳
先
生
本
在
山
偶
然
岱
客
落
人
間
秋
来
看
月

多
蹄
思

自
起
開
籠
放
白
隅
窪
陶
和
録
明
府
惟
奮
山

唐
絶
一
首
先
人
万
年
所
書
池
三
宅
正
誼
審
定
』

五
七

一
幅

子
詳
J

云頸

-OO先
生

書

一

幅

文
日
「
庚
戌
新
正
因
人
贈
禍
壽
草
偶
賦
一
律

坊
中
正
月
自
堪
奢
慮
々
青
松
映
白
砂
客
劃
蓬
莱
盤
●
虚

兒
窺
禍
喬
草
邊
花
宿
牌
浄
閣
設
新
餅
晟
汲
甘
泉
煎
好
茶

従
此
三
春
多
少
事
都
為
佳
興
入
詩
家
石
奄
』

『
俳
諸
若
緑
版

こ
A
に
心
あ
る
人
に
は
珈
爾
に
物
は
見
せ
ら
れ
す

月
花
は
も
ビ
よ
り
時
雨
夕
立
霧
霞
つ
む
れ
木
の
端

口
虫
の
出
く
す
み
も
目
さ
へ
つ
く
＜
J

是
非
一
ひ
ね

-

b

し
て
た
A
こ
は
さ
す
其
人
は
誰
讃
岐
0
寸
木
翁

な
h
さ
れ
は
こ
そ
今
年
の
旅
が
や
か
て
此
若
緑
こ

は
な
り
た
れ
マ
J

泉

石

い

ふ

{

俳
諧
花
市
該

花
は
う
ら
ね
ざ
花
の
市
・
r
J

は
禰
生
に
た
て
は
な
り

け
り
花
の
市
！
＼
集
は
市
｀
上
同
し
名
名
も
お
も
し

ろ
し
め
さ
れ
よ
旬
も
お
か
し
め
さ
れ
よ
風
流
の
物

か
ひ
牙
僧
は
泉
石
』

一
五
井
蘭
洲
先
生
書

文
日
『
努
力
愛
春
花
菓
忘
歓
築
時

一
同
先
生
筆
墨
竹
岡



△
鹿
川
静
七
君
蔵

一
五
井
蘭
洲
先
生
墨
竹
闘

△
島
田
源
三
郎
村
蔵

一

中

井

履

軒

先

生

自

粛

賛

一

幅

文
日
『
問
余
何
事
栖
碧
山
笑
而
不
苓
心
自
閑
桃
花
流
水

肯
然
去
別
有
天
地
非
人
間
履
軒
幽
A
」

△
懐
穏
堂
蔵

一

五

井

蘭

洲

先

生

書

一

葉

文
曰
『
雙
飛
新
雁
落
回
塘
喬
炎
花
開
晩
稲
香

村
北
村
南
釆
綿
女
相
呼
一
路
送
斜
陽
』

秋
郊
即
事

『
落
葉
起
秋
贅
孤
唸
獨
夜
燈
郷
書
千
里
外
幾
回
哭

親

朋

客

況

子

詳

草

』

0
懐
郷
堂
々
友
會
會
計
報
告

第
一
回

牧
入
ノ
部

大
正
十
二
年
十
一
月
六
日

大
正
十
二
年
第
三
期
分
會
費

自
大
正
十
二
年
十
一
月
六
"

至
大
正
十
四
年

1

一
月
十
三

H

四
三
土
八
0
0

古
田
一
庫

登
0
0
•
O
O
O

五
C
•
O
O
O

壼
0
四
•
O
O
O

同
十
一
月
九
H

四
0

円

0
0
0

今
Jll
せ
い
殿
今
川
ま
さ
殿
今
川
ふ
さ
殿
中
川
幸
三
殿
各

拾
閥
宛
寄
附
金

同
十
二
月
六

H

五
ニ
・

o
o
o

永
田
理
事
長
ュ
IJ
登
會
＿
ふ
到
ジ
金
壼
白
圃
寄
附
ノ
内
登

會
式
嘗
H
耕
霜
料
チ
支
彿
ク
だ
歿
金
受
入

大
正
十
三
年
六
月
五
日
壼

0
•
3
0
0

今
川
せ
い
殿
寄
附
金

同
十
二
月
七
H

壼
参
0
•
0
0
0

永
田
理
事
長
ュ
IJ
碩
園
先
生
追
悼
鎌
刊
行
二
付
寄
附
金

同
十
二
月
十
八
H

登
O
C
•
O
O
E
f
J

小
沼
最
平
殿
外
十
名
寄
附
金

閥
十
二
月
十
入
H

上
野
愛
甲
雨
名
魯
會
員
寄
附
金

大
正
十
四
年
一
月
十
二

H

小
倉
名
誉
會
員
寄
附
金

同
二
月
十
二
日

追
悼
鎌
五
十
部
記
念
會
へ
譲
渡
料

同
二
月
十
三

H

追
悼
録
入
十
部
小
口
譲
渡
料
仮
入

五
八

六
五
•
O
O
O



同 同 同 同 同

懐
穏
第
一
琥
譲
渡
代

大
正
十
三
年
第
一
期
分
會
費

同
第
二
期
分
會
費

奏
●
九

1
1
0

壼
0
0
0
1
1
0
0

九
六
・

0
0
0

同
第
三
期
分
會
費

合
計
金
壼
千

0
拾
七
圃
五
拾
式
錢
也

（
内
會
費
＾
差

H
o差
闘
六
拾
錢
）

支
彿
ノ
部

登
會
費

備
品
費

振
替
口
座
基
金

懐
徳
第
第
一
琥
印
刷
費
其
他

茶
話
會
費

碩
園
先
生
追
悼
録
団
刷
費
其
他

會
費
集
金
費

銀
行
預
金
及
振
替
貯
念
利
息

＿
―
-
三
国
六
六

0

壼
九
●
八
八

0

登
0
•
0
0
0

登
五
ニ
・
―
二

0

ニ
八
•
O
八
0

六
六
―
―
―

.o入
0

三
●
七
八

0

六
三
●
六
0

0

五
九
•
J
O
O

五
九

合
計
金
九

f
或
拾
九
闘
拾
式
錢
也

差
引
金
入
拾
八
圃
四
拾
錢
池
歿
金
有
高

右
之
通
御
座
候
也

大
正
十
四
年
二
月
十
五
日

會

計

主

任

太

田

勘

勘

兵

衛

現
在
會
員
七
拾
八
名
）

雑
費

（
備
考

登
入
屯
竺
1
0




